
 

 

新カリ対応・社会福祉士養成実習の充実を目指す研修 
 

２０１９年より社会福祉士実習指導のカリキュラムが変更になりました。 

ただ、実習指導については、その内容をきちんと理解していないこと、新し

いプログラムの作成や実際の実習にどのように生かせば良いかなどを悩んで

いる実習指導者が多くいます。 

 今回、その悩みを少しでも少なくするため、４日間の研修を企画しました。 

  

 

 

※受講対象者：医療ソーシャルワーカーで 

社会福祉士実習指導者講習会修了者 

 ※定 員  ：２０名（先着順） 

 ※受講料  ：（会員）１０，０００円 （非会員）２５，０００円 

  ※申込方法 ：当協会ホームページ 研修案内より 

東京都医療ソーシャルワーカー協会 教育部 

電話：03-5944-8912 mail：tokyo-msw@tokyo-msw.com 

【プログラム】 

第１回：１１月２１日（木）１９：００～２１：００ オンライン 

新カリキュラムの概要 

どのようにしたら負担が軽減し、実習を受け入れられるか 

講師：田上 明（教育部長・ 

日本社会福祉士会実習指導者講習会講師養成プロジェクトリーダー） 

第２回：１２月１０日（火）１９：００～２１：００ オンライン 

実習プログラムの作り方について 

講師：畑 亮輔（北星学園大学准教授） 

第３回：１月２５日（土）１３：３０～１６：３０ としま区民センター 

実習プログラムを作った際の困難だったことの整理と修正について 

第４回：３月１日（土）１３：３０～１６：３０ としま区民センター 

実習プログラムを生かす実習指導、実践について 

３回・４回 講師：小松 美智子（武蔵野大学客員教授）・田上 明 

ファシリテーター：教育部理事・内田理事 
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